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仕様書 

 

１ 委託業務名  

唐津キャッスルベイ拠点エリア（西ノ浜地区）基本計画策定等業務委託 

 

２ 目的 

  佐賀県では唐津城を中心に東西に広がる砂浜とその周辺を「KARATSU Castle Bay」として、唐津

の持つ「街・地域」、「文化・歴史」、「マリンスポーツ・アクティビティ」の要素をつなぎ、ここに

しかない新たなベイエリアの創造（ブランディング）を目指しており、これによりインバウンド含

めた域外からの来訪者増（交流人口増）や地元市民による魅力の再認識等が期待される。 

エリアのうち、西ノ浜地区においては、リゾート感・非日常感を味わえる開放的な空間として、

マリンアクティビティを楽しむだけではなく、海に入らずとも気楽に来て、ゆっくりと過ごすこと

ができる空間を演出するため、一部を整地し、遊歩道・トイレ・シャワー等の整備を計画している。 

また、東港地区においては、海沿いの景観及びフェリーターミナルに隣接しているロケーション

を最大限に活用し、旅行者及び地域住民が集まり、憩い、交流するための機能の配置を図った基本

計画図（別添）に基づき、基盤整備を行ってきたところである。 

本業務は、基本構想（別添）に基づき、西ノ浜地区の付加価値を高め、民間資本を呼び込めるよ

うな空間、市民の憩いの場として整備するための基本計画を立案するものである。 

また、東港地区においては、地域振興計画（別添）、基本計画図（別添）に基づき、緑地広場に

必要とされるレクリエーション機能（アーバンスポーツなどを楽しむことができるコンテンツやイ

ベントコンテンツ）を検討するものである。 

 

 

３ 業務の内容 

本委託では、事業の実施等にかかる次の業務を委託する。 

 

 

１. 西ノ浜地区基本計画 

   整備予定面積 Ａ＝４.０ｈａ 

 

（１）現況の把握 

      基本計画を行うにあたり、エリアの地形や地質、植生、土地利用の調査結果のほか、関 

連計画、関係法律等を確認の上周辺の状況、活用可能な資源及び計画上で支障となり得る 

課題を抽出・整理する。 

今回検討するエリアは、玄海国定公園第二種特別地域であり、自然公園法に基づく工作 

物設置等の許可が必要となるため、「別紙１」の許可基準（自然公園法施行規則第11条（基 

準部分）引用関係整理表）を考慮した構造物とする必要がある。 

  また、当エリアは重要種である植物及び昆虫が生息していることから、平行して実施す 

る環境調査結果を考慮した構造物及び配置とする必要がある。 

さらに、当エリアは海岸保全区域内であることから、民間事業者参入を想定するエ 

リアについては、津波、高波、波浪時に背後地に被害を与える可能性がある施設や一般公 

衆の利用を妨げるような施設の設置を許可できないことに留意する。 

なお、法的整理については発注者にて実施し、受注者は発注者の指示に従い業務を実施

するものとする。 

 

（２）民間事業者の参入に関するサウンディング調査 

民間資本の参入を念頭に、リゾート施設やマリンアクティビティ事業を展開する地元事 

業者などを対象に、事業条件等のニーズを把握するためのサウンディング調査を行う。 

調査対象事業者には、参入にあたり海岸法、自然公園法、環境調査結果等を考慮した条 

件が付されることを説明すること。 
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・サウンディング実施要領の作成 

・サウンディング調査の実施 

・調査結果のとりまとめ 

 

（３）整備計画の検討 

現況の把握（海岸法、自然公園法、環境調査結果等）及びサウンディング結果 

を踏まえ、下記①～⑩の整備計画、配置計画、素材・色調等の意匠を検討する。 

① 遊歩道（幅、配置） 

② トイレ、シャワー（規模、数、配置） 

③ パーゴラ（規模、数、配置） 

④ 駐車場（規模、配置） 

⑤ 芝生広場（種類、配置） 

⑥ ヤシの木（本数、配置） 

⑦ ウッドデッキ（数、配置） 

⑧ ビーチ入口のゲート（意匠、配置） 

⑨ 水道配管、電気配線、下水配管（規模、配置） 

⑩ その他必要な設備等 

 

（４）上記の計画、検討に基づいた下記基本計画図の作成 

① 基本計画平面図 

② 基本計画イメージパース 

 

（５）概算事業費の検討 

基本計画に基づいた整備工事に係る概算費用を検討する。 

 

（６）設計意図伝達 

   設計の際に、設計者に基本計画の意図を明確に伝えるために、文書、写真、図面等で 

わかりやすく取りまとめる。 

 

 

２.東港地区緑地レクリエーション機能整備検討 

 

（１）コンテンツ検討 

発注者が地元のアーバンスポーツ利用者等へサウンディングを行う。サウンディングで 

得られた要望やアイデアをもとに、東港緑地に展開する移動可能コンテンツを検討する。 

 

 

３.協議・打合せ 

業務の着手時及び業務完了時の計２回を基本とするが、 

  必要に応じて協議、報告をメール及びオンライン会議で行うものとする。 

 

 

４.報告書作成 

  本業務の成果をわかりやすく取りまとめ、報告書を作成する。 

 

 

 

４ 履行期間 

  本業務の履行期限は、契約締結の日から令和８年２月２７日までとする 
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５ 成果品 

本業務の成果品は以下の通りとする。 

  （１）報告書（A4 版バインダー綴り）    ２部 

（２）報告書（概要版）          ２部 

（３）電子データ（ＣＤ－Ｒ等の電子媒体） ２枚 

 

６ 委託料の支払い方法 

本業務の委託料は、業務完了後に支払うものとする。 

 

 

７ 法令等の遵守 

（１）契約書に添付する「個人情報取得特記事項」を遵守すること。 

（２）佐賀県セキュリティポリシーに従い、組織全体のセキュリティを確保するとともに、本業

務の実施において情報セキュリティを確保するための体制を整備すること。 

（３）民法（明治 29 年法律第 89 条）、刑法（明治 40 年法律第 45 号）、著作権法（昭和 45 年

法律第 48号）、不正アクセス行為の禁止等に関する法律（平成 11 年法律第 128 号）等の関

係法規を遵守すること。 

（４）個人情報の保護に関する法律（平成 15年法律第 57 号）及び個人情報保護に関するガイド

ライン等を遵守し、個人情報を適正に取り扱うこと。 

 

 

８ 業務の再委託 

 本業務委託の再委託は認めない。ただし、業務の一部についてあらかじめ委託者から書面による

承諾を得た場合においては、この限りではない。 

 

 

９ 機密の保持 

（１）本業務を実施するにあたり、委託者から取得した資料（電子媒体、文書、図面等の形態を

問わない。）を含め契約上知り得た情報を第三者に開示または本業務に係る作業以外の目的

で利用してはならない。ただし、次のいずれかに該当する情報は、除くものとする。 

   ・取得した時点で、既に公知であるもの 

   ・取得後、自らの責によらず公知となったもの 

   ・法令等に基づき開示されるもの 

   ・委託者から秘密でないと指定されたもの 

   ・第三者への開示または本業務に係る作業以外の目的で利用することにつき、事前に委託者

と協議の上、承認を得たもの 

 

（２）委託者の許可なく、取り扱う情報を指定された場所から持ち出し、あるいは複製してはな

らない。 

（３）本業務に係る作業に関与した者が異動した後においても、機密が保持される措置を講じる

ものとする。 
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１０ その他の留意事項 

（１）受託業者が本業務委託により生じた成果品の著作権（著作権法第 21 条から第 28 条に定め

るすべての権利を含む）は委託者に帰属するものとし、委託者は成果品を無償で自由に二次

利用できるものとするとともに、制作者は委託者に対して著作権人格者権を行使しないもの

とする。 

（２）本業務の遂行に当たり、第三者が所有する権利を用いる場合においては、権利関係の処理

等を適切に行うこと。 

（３）本業務の遂行に当たり疑義等が発生した場合においては、詳細を委託者へ報告の上、必要

に応じて協議を行うものとする。 

（４）本仕様書の記載事項で変更する必要が生じたときは、委託者と協議の上、変更することが

できるものとする。 

（５）本仕様書に記載されていない事項及び記載内容に疑義が生じたときは、委託者と協議の上、

決定するものとする。 



仕様書　別紙１












































